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O社長の土地の上にマンションを建築する場合

Q:社長個人と法人のどちらが有利tのか？

J:土地の有効利用の目的が、所得税の節

税にあるのか、相続対策にあるのかによって

異なります。

①所得税の節税

個人の所得税・住民税は超過累進税率によ

って最高60％の負担となります。一方、法人

の税負担は資本金や法人の種類等で異なるも

のの、負担はおおむね50％ぐらいです。

税負担の軽減を考えると、建物の建築後の

賃借料を含めて計算した社長の税負担が、法

人の税負担よりも大きいなら、法人で建てる

方が有利です。

法人が社長から土地を借りる場合には、借

地権の認定課税がされないよう注意が必要で

す。

②相続対策

社長個人で建てると、評価は土地について

は貸家麹付･地評価となり、建物は貸家評価と

なるので自用地評価よりも評価が下がります

(ただし3年経過後） 。

一方、会社が建てると、土地の評価は借地

権が会社にあれば底地評価ですので、個人で

建てるよりも評価が下がります。ただし、そ

の分、自社株の評価に反映され、株価が高く

なる場合があります。

③結論

一般的には、短期的対策としては社長個人

が、超長期的対策としては法人が建築する方

が有利な場合が多いようです。
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個人で･建濁方がいい勿かが
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